
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 調査位置図 
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参考資料５　地盤調査結果



ボーリング柱状図

調 査 名 新 西 部 学 校 給 食 セ ン タ ー 造 成 用 地 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 愛 知 県 岡 崎 市 筒 針 町  地 内 北 緯 3 4°57’4. 9 1 1 1”

東 経 137°8’16.3777”発 注 機 関 岡 崎 市 調査期間 令和 2年 1 1月  4日  ～ 2年 1 1月  6日

調 査 業 者 名
葵 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

電話 ( 0 5 6 4 - 2 2 - 7 0 5 8 )
主任技師 石 川 仁 司

現 場
代 理 人

石 川 仁 司
コ ア
鑑 定 者

河 野 弘 之
ボｰリング
責 任 者

早 川 哲 史

孔 口 標 高 H=
12.41m

角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 カ ノ ー K R 0 5 H 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 型

エンジン N F D 9 型 ポ ン プ カ ノ ー V 6 型総 掘 進 長  27.37m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

  8.31

  7.61

  5.31

  4.46

  3.81

  0.51

 -1.49

 -1.89

 -2.54

 -3.49

 -3.89

 -5.94

 -6.54

 -7.99

 -8.69

-10.44

-14.96

層

厚

(m)

  4.10

  0.70

  2.30

  0.85

  0.65

  3.30

  2.00

  0.40

  0.65

  0.95

  0.40

  2.05

  0.60

  1.45

  0.70

  1.75

  4.52

深

度

(m)

4.10

4.80

7.10

7.95

8.60

11.90

13.90

14.30

14.95

15.90

16.30

18.35

18.95

20.40

21.10

22.85

27.37

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

上部は、農耕土。含水は、中～大
位。砂は、細砂～微細砂が主体であ
る。又、部分的にシルト分が多く混
入する。
GL-2.05～4.10m間は、比較的均質な
粘土である。

砂

質

粘

土

暗

灰

褐～

灰

褐～

暗

灰

軟

ら

か

い～

非

常

に

軟

ら

か

い

含水は、小～中位。砂は、比較的均
一である。

シルト
質細砂 暗灰

中ぐ
らい

含水は、中～大位である。全体に少
量のシルト分が見受けられる。不均
一な砂である。

粗

中

砂

暗

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中位。砂は、中～細砂が主
体である。

シルト
混じり
砂

灰
中ぐ
らい

含水は、小位。粘性は、中位。
砂質シ
ルト 暗灰 中位

含水は、中位である。砂は、細砂が
主体である。又、比較的均一であ
る。
又、全体に、シルト分が混入する。
GL-11.20～11.90m間は、砂分が多く
見受けられる。

シ

ル

ト

質

細

砂

暗

灰

緩

い～

中

ぐ

ら

い

含水は、中～大位である。砂は、中
砂が主体である。又、全体に、少量
のシルトが見受けられる。

粗

中

砂

淡

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、小位。砂は、細砂が主体で
ある。

シルト
質細砂 暗灰

含水は、小位。粘性は、小位。
砂質シ
ルト 暗灰

含水は、中～大位である。砂は、細
砂が主体である。又、部分的に粗砂
が混入する。

シルト
混じり
中細砂

淡

灰
中ぐ
らい

含水は、中～大位。少量の細粒分が
混入する。

粗中砂 灰

含水は、中位である。砂は、比較的
均一である。

シルト
混じり
中細砂

淡

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中位。全体に細砂が混入す
る。

砂質シ
ルト 暗灰

含水は、中位である。砂は、細砂が
主体である。又、部分的に粗砂が混
入する。不規則にシルト分が混入す
る。

シルト
混じり
中細砂

暗

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、大位。礫は、φ30㎜位の亜
角～角礫が点在する。

砂礫 淡灰

含水は、中～大位である。砂は、細
砂が主体である。又、部分的にφ2～
3㎜程度の細礫が点在する。不均一
な砂である。

シルト
質細砂 灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中～大位である。礫は、φ2
～50㎜位の亜角～角礫が主体であ
る。
又、部分的に30㎜位に採取される。
マトリックスは、細砂～中砂であ
る。
GL-24.60m付近から礫が多く、良く
締まっている。

シ

ル

ト

混

じ

り

砂

礫

淡

灰

密

な～

非

常

に

密

な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.57
11/4

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.35

26.15

26.34

27.15

27.37

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

1

4

4

4

6

1

3

2

5

6

6

3

6

9

7

2

6

6

8

7

19

18

24

26

20

10

～

20

1

1

15

1

5

5

5

7

2

3

3

7

6

6

2

7

8

7

3

7

7

9

7

11

16

36

34

9

31

20

～

30

1

1

15

1

6

5

5

8

3

4

3

7

7

5

3

8

9

7

2

7

10

10

8

12

19

9

2

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

3

30

2

30

3

30

15

30

14

30

14

30

21

30

6

30

10

30

8

30

19

30

19

30

17

30

8

30

21

30

26

30

21

30

7

30

20

30

23

30

27

30

22

30

42

30

53

30

60

20

60

19

60

22

N     値

0 10 20 30 40 50 60

3

2

3

15

14

14

21

6

10

8

19

19

17

8

21

26

21

7

20

23

27

22

42

53

90

95

82

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

11

4

11

5

11

6



27
-14.96   4.52 27.37

27.15

27.37
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2
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ボーリング柱状図

調 査 名 新 西 部 学 校 給 食 セ ン タ ー 造 成 用 地 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 愛 知 県 岡 崎 市 筒 針 町  地 内 北 緯 3 4°57’5. 4 1 5 4”

東 経 1 3 7°8’14 . 9 8 7”発 注 機 関 岡 崎 市 調査期間 令和 2年 1 1月 9日 ～ 2年 11月 1 2日

調 査 業 者 名
葵 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

電話 ( 0 5 6 4 - 2 2 - 7 0 5 8 )
主任技師 石 川 仁 司

現 場
代 理 人

石 川 仁 司
コ ア
鑑 定 者

河 野 弘 之
ボｰリング
責 任 者

早 川 哲 史

孔 口 標 高 H=
13.10m

角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 カ ノ ー K R 0 5 H 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 型

エンジン N F D 9 型 ポ ン プ カ ノ ー V 6 型総 掘 進 長  30.45m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

 11.30

  9.80

  9.40

  8.95

  8.35

  6.90

  6.30

  5.20

  4.40

  2.20

  1.30

  0.40

 -0.85

 -2.60

 -3.10

 -4.00

 -5.50

 -6.10

 -6.65

 -7.65

-10.50

-13.55

層

厚

(m)

  1.80

  1.50

  0.40

  0.45

  0.60

  1.45

  0.60

  1.10

  0.80

  2.20

  0.90

  0.90

  1.25

  1.75

  0.50

  0.90

  1.50

  0.60

  0.55

  1.00

  2.85

  3.05

深

度

(m)

1.80

3.30

3.70

4.15

4.75

6.20

6.80

7.90

8.70

10.90

11.80

12.70

13.95

15.70

16.20

17.10

18.60

19.20

19.75

20.75

23.60

26.65

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

上部は、耕作土（砂質シルト）であ
る。又、全体に微細砂が多く混入す
る。
含水は、中位である。粘性は、中～
大位である。

砂

質

シ

ル

ト

暗

灰

褐

軟

ら

か

い

含水は、中～大位である。礫は、φ2
～10㎜位の細礫が点在する。

礫混じ
り砂

淡

灰

褐

中

ぐ

ら

い

含水は、中位。砂は、細砂～中砂が
主体である。

シルト
混じり
細砂

灰

含水は、中位。少量の細粒分が混入
する。

粗中砂 淡灰

含水は、中位。粘性は、大位であ
る。砂は、微細砂が主体である。

砂質粘
土 暗灰 軟ら

かい

含水は、中位。砂は、微細砂が主体
である。比較的均一である。

シルト
質細砂

暗

灰
中ぐ
らい

含水は、中位。粘性は、大位であ
る。

シルト
質粘土 暗灰

軟ら
かい

含水は、中位。上部は、シルト分が
多く見受けられる。

シルト
質細砂

暗

灰
中ぐ
らい

含水は、中位。少量のシルト分が見
受けられる。又、部分的に細砂が混
入する。

粗中砂 淡灰 中ぐ
らい

含水は、中位。全体にシルト分が混
入する。又、比較的均一である。

シ

ル

ト

質

細

砂

暗

灰

緩

い

含水は、中位。粘性は、中位であ
る。比較的均質なシルトである。

シルト
暗灰
褐

軟ら
かい

含水は、小～中位。GL-12.30～12.7
0m間は、砂分の割合が多く見受けら
れる。

シルト
質細砂

暗灰
褐

中ぐ
らい

含水は、中～大位である。少量のシ
ルト分が見受けられる。

粗

中

砂

灰 中ぐ
らい

含水は、比較的多い。砂は、細砂が
主体である。又、部分的に粗砂が混
入する。

シルト
混じり
中細砂

淡

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中位。比較的均質なシルト
である。

砂質シ
ルト 暗灰

含水は、中位。砂は、細砂が主体で
ある。又、中砂が見受けられる。

シルト
質細砂

淡

灰

含水は、中～大位である。少量の粗
砂が混入する。

シルト
混じり
中細砂

淡

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中位。砂は、粗砂～細砂で
ある。少量のシルト分が混入。

礫混じ
り砂 淡灰

含水は、中位。粘性は、中位。シルト 暗灰

含水は、中位。全体にシルト分が見
受けられる。

シルト
質微細
砂

淡

灰
中ぐ
らい

含水は、中～大位である。礫は、φ5
～40㎜位の角礫が点在する。又、GL
-21.95～22.80m間は、礫分の割合が
少ない。少量のシルト分が混入す
る。

礫

混

じ

り

砂

淡

灰

中

ぐ

ら

い～

密

な

含水は、小位である。礫は、φ2～4
0㎜位の亜角～角礫が主体である。
又、Maxφ70㎜位の礫が点在する。マ
トリックスは、細砂である。又、礫
分が不規則に混入する。礫径もバラ
バラに混入する。

砂

混

じ

り

砂

礫

灰
密

な

含水は、中位である。礫は、φ2～4非

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.86
11/9

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27.36

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～
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1

4

4

1

3

2

4

7

2

2

1
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7
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～
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1
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7
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3

1
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7

8
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6

7
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3

4
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8
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13
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11

38
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～
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6

3

1

5
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1

5
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8

11

7
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3

1

打
撃
回
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/
貫
入
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(cm)
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22

30

7

30

7

30

3

30

14

30

22

30

24

30

30

30

18

30

22

30
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原 位 置 試 験

深

度

(m)

4.80

5.80

試 験 名

および結果

孔内水平載荷試験

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番
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採

取

方

法

室
内
試
験
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掘

進

月

日

11

9
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27

28

29

30

-13.55

-16.75

-17.35

  3.05

  3.20

  0.60

26.65

29.85

30.45

含水は、中位である。礫は、φ2～4
0㎜位の亜角礫～角礫が主体である。
又、Maxφ50㎜が、採取される。推測
では、φ125～150㎜が点在する。
マトリックスは、細砂～粗中砂が主
体である。

砂

礫

淡

灰

非

常

に

密

な

含水は、中位。砂は、粗砂～細砂が
主体である。

礫混じ
り砂 灰

非常
に密
な

27.15
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ボーリング柱状図

調 査 名 新 西 部 学 校 給 食 セ ン タ ー 造 成 用 地 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 愛 知 県 岡 崎 市 筒 針 町  地 内 北 緯 3 4°54’6. 4 4 8 3”

東 経 1 3 7°8’16 . 8 4 1”発 注 機 関 岡 崎 市 調査期間 令和 2年 1 0月 29日 ～ 2年 1 1月 4日

調 査 業 者 名
葵 コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

電話 ( 0 5 6 4 - 2 2 - 7 0 5 8 )
主任技師 石 川 仁 司

現 場
代 理 人

石 川 仁 司
コ ア
鑑 定 者

河 野 弘 之
ボｰリング
責 任 者

早 川 哲 史

孔 口 標 高 H=
12.74m

角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 カ ノ ー K R 0 5 H 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 型

エンジン N F D 9 型 ポ ン プ カ ノ ー V 6 型総 掘 進 長  30.45m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

  8.64

  7.89

  5.64

  4.14

  2.09

  0.84

 -1.31

 -1.91

 -3.06

 -4.96

 -5.86

 -8.16

-10.21

-11.91

-13.86

-14.36

層

厚

(m)

  4.10

  0.75

  2.25

  1.50

  2.05

  1.25

  2.15

  0.60

  1.15

  1.90

  0.90

  2.30

  2.05

  1.70

  1.95

  0.50

深

度

(m)

4.10

4.85

7.10

8.60

10.65

11.90

14.05

14.65

15.80

17.70

18.60

20.90

22.95

24.65

26.60

27.10

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

上部は、砂質シルト（農耕土）。含
水は、中位である。全体に、シルト
分が多く混入する。又、所々に砂質
シルト状に採取する。
粘性は、中～大位である。

砂

質

シ

ル

ト

暗

灰～

暗

灰

褐～

暗

灰

軟

ら

か

い

含水は、少ない。砂は、微細砂が多
く含まれる。

シルト
質細砂 暗灰

中ぐ
らい

含水は、中～大位である。砂は、比
較的均一である。又、GL-6.00m以深
から中砂が多く見受けられる。
GL-6.80～7.10m間にφ2～15㎜の亜
角～角礫が点在する。

粗

中

砂

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中～大位である。砂は、中
～細砂が主体である。又、所々に粗
砂が混入する。

シルト
混じり
砂

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中～大位である。粘性は、
大位である。比較的均質な粘性土で
ある。

シ

ル

ト

質

粘

土

暗

灰

軟

ら

か

い

含水は、中位。砂は、比較的均一で
ある。

シルト
質細砂

暗

灰
中ぐ
らい

含水は、大位である。砂は、細砂が
主体である。又、所々に粗砂が混入
する。

シルト
混じり
中細砂

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、大位である。砂が、部分的
に多く混入する。

シルト
混じり
砂

暗

灰
軟ら
かい

含水は、中位。砂は、細砂が主体で
ある。又、φ2～15㎜位の亜角～角礫
が点在する。少量のシルト分が混入
する。

礫混じ
り砂 灰 中ぐ

らい

含水は、中位。砂は、細砂が主体で
ある。又、所々に粗砂が混入する。
少量のシルト分が混入する。

シルト
混じり
中細砂

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中位。GL-18.35m以深からシ
ルト分の割合が少ない。

シルト
質細砂

暗

灰

緩

い

含水は、小位である。粘性は、小
位。全体に細砂が不規則に混入す
る。

砂

混

じ

り

シ

ル

ト

暗

灰

中

位

含水は、中～大位である。砂は、粗
中砂が主体である。又、φ2～25㎜位
の亜角～角礫が点在する。

礫

混

じ

り

砂

暗

灰

中
ぐ
ら
い～

密
な

含水は、中～大位である。砂は、中
砂が主体である。又、少量のシルト
分が混入する。

粗

中

砂

淡

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、中～大位。礫は、φ2～30㎜
位の角礫が主体である。マトリック
スは、細砂である。礫の混入が不規
則に混入する。又、GL-26.10～26.2
5m間に粘土分が多く混入する。

粘

土

質

砂

礫

淡

灰

中

ぐ

ら

い

含水は、大位。礫は、10～50㎜位の
角礫が主体である。

砂礫 淡灰

シ

孔
内
水
位
(m)
／
測
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日
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  0.50

  3.35

27.10

30.45

含水は、大位。礫は、10～50㎜位の
角礫が主体である。

砂礫 淡灰

含水は、小～中位である。砂は、微
細砂が主体である。比較的均一であ
る。
又、全体に、シルト分が多く混入す
る。
GL-29.00m以深から含水は、中位で
ある。又、シルト分の割合が少なく
なる。
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4.5 室内土質試験 

室内土質試験は、基本的な土質及び液状化を把握する目的で実施した。試験結果の詳細は、巻

末資料の室内土質試験記録に示す。 

 

1. 物理試験 

 

○ 沖積砂質土（As）3 試料 

・ 粒度組成は、礫分が 0～9.8％，砂分 33.0～85.4％，細粒分が 4.8～67.0％で日本統一土質

分類による砂質粘土、シルト質砂、分級された礫混じり砂（図 4.5.1）である。 

・ 液性限界 45.1％、塑性限界 24.1％、塑性指数 IP21.0 である。 

○ 洪積砂質土（Ds1）3 試料 

・ 粒度組成は、礫分が 0～11.8％，砂分 70.9～84.8％，細粒分が 7.2～29.1％で日本統一土質

分類によるシルト質砂、細粒分礫まじり砂（図 4.5.1）である。 

○ 洪積粘性土（Dc） 

・ 粒度組成は、礫分が 0％，砂分 14.8％，細粒分が 85.2％で日本統一土質分類によると（MH-

S）に分類される砂まじりシルト（図 4.5.1）である。 

・液性限界 WLは、68.3％、塑性限界 WPは、39.6％、塑性指数 IPは、28.7 である。 

試  料  番  号 

（ 深 さ ） 

3.2 

2.15～2.45ｍ 

3-4 

4.15～4.45ｍ 

3-6 

6.15～6.45ｍ 

3-11 

11.15 ～ 11.45

ｍ 

3-14 

14.15 ～ 14.45

ｍ 

3-18 

18.15～18.45ｍ 

3-19 

19.15 ～ 19.45

ｍ 

粒 

 

 

 

度 

        

石   分   ( 7 5 ㎜ 以 上 )   ％        

礫   分
１ ）

 ( 2 ～ 7 5 ㎜ )   ％ 0.0 0.0 9.8 0.0 11.8 0.0 0.0 

砂   分
１ ）

( 0 . 0 7 5 ～ ２ ㎜ )  ％ 33.0 53.3 85.4 84.8 81.0 70.9 14.8 

シルト分
１）

(0.005～0.075 ㎜)  ％ 
67.0 46.7 4.8 15.2 7.2 29.1 85.2 

粘 土 分
１ ）

( 0 . 0 0 5 ㎜ 未 満 )  ％ 

最大粒径      ㎜ 2 2 9.5 2 9.5 2 0.85 

均 等 係 数 ＵＣ        

        

地 質 区 分  Ac As As Dｓ1 Ds1 Dｓ1 Dc 
 コ  ン  シ  ス  テ  ン  シ  ｜  特  性 

液  性  限  界ＷＬ   ％ 45.1      68.3 

塑  性  限  界ＷＰ   ％ 24.1      39.6 

塑  性  指  数 Ｉｐ 21.0      28.7 

        

分 

 

類 

地 盤 材 料 の 

分 類 名 
砂質粘土 シルト質砂 

分級された礫混

じり砂 
シルト質砂 細粒分混じり砂 シルト質砂 砂まじりシルト 

分 類 記 号 （ＣＬＳ） （ＳＭ） （Ｓ-ＧＰ） （ＳＭ） （Ｓ-ＦＧ） （ＳＭ） （ＭＨ-Ｓ） 
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　細粒分＜５％

　砂 分＜５％　 

　５％≦細粒分＜15％

　砂 分＜５％

　５％≦砂　分＜15％

　　 礫 分＞砂 分 　５％≦細粒分＜15％

　15％≦砂 分

　15％≦細粒分

　砂 分＜５％

　５％≦砂　分≦15％

　15％≦細粒分

　15％≦砂 分

　５％≦細粒分＜15％

　礫 分＜５％

　５％≦礫　分＜15％

　15％≦礫 分

　15％≦細粒分

　礫 分＜５％

　５％≦礫　分＜15％

　15％≦細粒分
　15％≦礫 分

粘性土    〔Ｃｓ〕

ＷＬ≧50％

大　　　　分　　　　類
土質材料区分 土 質 区 分

　砂質土    〔Ｓ〕

中　　　　　　分　　　　　　類

細粒分＜15％

15％≦細粒分

　　　15％≦砂 分

粗粒土    Ｃｍ

細粒分＜15％

｛Ｇ｝　　礫

　　　砂 分＜15％

　　砂

｛Ｏ｝

｛Ｍ｝

｛Ｃ｝

15％≦細粒分

主 に 観 察 に よ る 分 類

　　砂 礫

　　　15％≦礫 分

　　　礫 分＜15％

｛Ｓ｝

　５％≦細粒分＜15％

　細粒分＜５％

 塑性図上で分類

粘　土

 塑性図上で分類

シルト

細粒分質礫質砂

　　礫質砂

注）含有率％は土質材料に対する質量百分率

（ＭＬ）

（ＯＬ）

（ＯＨ）

　粗粒分＞50％

　15％≦砂 分

細粒分混じり砂質礫

｛ＧＳ｝
　細粒分＜5％

　礫質土  　〔Ｇ〕

　　 砂 分≧礫 分

（Ａ） 粗 粒 土 の 工 学 的 分 類 体 系

（ＣＬ）

（ＣＨ）

　細粒分＜５％

　５％≦礫　分＜15％

｛ＧＦ｝

（ＳＦＧ）

　15％≦細粒分

細粒分質砂

　細粒分＜５％

（ＳＦ－Ｇ）礫混じり細粒分質砂

（ＳＧ）

（ＳＦ）

（ＳＧ－Ｆ）

　５％≦細粒分＜15％

細粒分混じり礫質砂

礫質砂

　15％≦礫 分

（Ｓ－Ｆ）

（Ｓ－ＦＧ）

細粒分混じり礫

礫

（Ｇ－ＦＳ）

細粒分質礫

砂混じり細粒分質礫

細粒分質砂質礫

（Ｓ）

（Ｓ－Ｇ）

人工材料　 Ａｍ

 有機物を多く含むもの
｛Ｗａ｝

ＷＬ＜50％

50％≦ＷＬ＜80％

ＷＬ≧80％
｛Ｖ｝

未分解で繊維質

分解が進み黒色

廃棄物

大　　　　分　　　　類 中　　　分　　　類

　　細粒分混じり砂

土質材料区分 土 質 区 分 観察・塑性図上の分類

（ＭＨ）

小　　　　　　　分　　　　　　　類
観 察 ・ 液 性 限 界 等 に 基 づ く 分 類

ＷＬ≧50％

ＷＬ＜50％

シルト（高液性限界）　

シルト（低液性限界）　

（ＯＶ）

（ＶＬ）

（ＶＨ１）

（ＶＨ２）

（Ｐｔ）

（ＭＫ）

人工材料　　〔Ａ〕
改良土

高有機質土〔Ｐｔ〕

粘 性 土

（Ｉ）｛Ｉ｝

火山灰質粘性土（Ⅱ型）

　細粒分≧50％

有機質土

火山灰質粘性土

　　有機質，暗色で有機臭あり

細粒土　　 Ｆｍ

地質的背景

火山灰質　　〔Ｖ〕

有機質土　　〔Ｏ〕

図4.5.1　土 の 工 学 的 分 類 体 系　　　（社） 地盤工学会

(Ｂ) 主 に 細 粒 土 の 工 学 的 分 類 体 系

黒炭

泥炭
高有機質土 ｛Ｐｔ｝

廃棄物

改良土

高有機質土 Ｐｍ

（Ｗａ）

粘 土（低液性限界）

粘 土（高液性限界）

ＷＬ＜50％

ＷＬ≧50％

ＷＬ＜50％

有機質火山灰土有機質で、火山灰質

火山灰質粘性土（Ⅰ型）

火山灰質粘性土（低液性限界）

有機質粘土（高液性限界）

有機質粘土（低液性限界）

｛ＳＦ｝

　砂 分＜５％

細粒分礫混じり砂

細粒分混じり砂

礫混じり砂

｛ＳＧ｝

　　細粒分混じり礫

砂

（ＧＦＳ）

小　　　　分　　　　類
三 角 座 標 上 の 分 類

（ＧＳ）

（ＧＳ－Ｆ）

（Ｇ）

（Ｇ－Ｓ）砂混じり礫

（Ｇ－Ｆ）

　細粒分＜５％

　５％≦砂　分＜15％

（ＧＦ）

（ＧＦ－Ｓ）
　15％≦細粒分

細粒分砂混じり礫

砂質礫

　５％≦細粒分＜15％

 



調査件名 整理年月日

整理担当者

   3-2    3-4    3-6   3-11   3-18

(2.15m~2.45m) (4.15m~4.45m) (6.15m~6.45m) (11.15m~11.45m) (18.15m~18.45m)

0.0 0.0 9.8 0.0 0.0

33.0 53.3 85.4 84.8 70.9

2 2 9.5 2 2

  ---   --- 4.6   ---   ---

  --- 0.083 0.73 0.19 0.13

  ---   --- 0.39 0.1   ---

  ---   --- 0.19   ---   ---

45.1    NP    NP    NP

24.1    NP    NP    NP

21.0    --    --    --

(CLS)  (SM) (S-GP)  (SM)  (SM)

令和2年11月27日

飽   和   度   Ｓr　   ％

土質試験結果一覧表　（基礎地盤）

  3-14

河野弘之

(14.15m~14.45m)

6.4

9.5

0.58

0.2

0.12

11.8

81.0

一
　
　
　
般

粒
　
　
　
　
　
度

均  等  係  数　 　Ｕｃ

5 0 ％ 粒 径  Ｄ50  ㎜

2 0 ％ 粒 径  Ｄ20  ㎜

1 0 ％ 粒 径  Ｄ10  ㎜

間   隙   比　 e

自 然 含 水 比  ｗn  　%

石 分 （ 75 ｍ ｍ 以 上 ） ％

礫分 1 ）（ 2～ 75ｍｍ）％

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
│

特
性

分
類

圧
密

液  性  限  界　ＷＬ　％

圧  縮  指  数　Ｃｃ

地  盤  材  料  の

塑  性  指  数　ＩＰ

塑  性  限  界　ＷＰ　％

シルト質砂

(S-FG)

一
軸
圧
縮

圧密降伏応力 Ｐ ｃ ｋ Ｎ /ｍ ２

破 壊 歪 ε ｆ ％

特記事項：

有効応力
ｃ’ｋＮ/ｍ２

φ'　°

せ
ん
断

強度増加率　Ｓｕ/ｐ

に対する百分率で表す。[1ｋＮ/ｍ
2
≒0.0102ｋｇ/ｃｍ

2
]

1）石分を除いた75ｍｍ未満の土質材料

シルト質砂
分級された礫ま

じり砂
シルト質砂

細粒分礫まじり
砂

試  験  条  件

砂 分 1 ）
（ 0.075 ～ 2 ｍ ｍ ） ％

シルト分1）
（0.005～0.075ｍｍ）％

粘 土 分 1 ）
（ 0.005 ｍ ｍ 未 満 ） ％

最  大  粒  径 　㎜

67.0

分  類  名

分  類  記  号

試  験  方  法

一軸圧縮強さquｋＮ /ｍ ２

砂質粘土（低液
性限界）

全応力
ｃ　ｋＮ/ｍ２

φ　°

29.146.7 4.8 15.2 7.2

新西部学校給食センタ－造成用地調査業務

湿  潤  密  度  ρｔ g/cm
3

乾  燥  密  度  ρｄ g/cm
3

土 粒 子 の 密 度 ρｓ g/cm3

試　料　番　号

　(深　　　さ）



調査件名 整理年月日

整理担当者

  3-19     

(19.15m~19.45m)

0.0

14.8

0.85

  ---

  ---

  ---

  ---

68.3

39.6

28.7

(MH-S)

土質試験結果一覧表　（基礎地盤）

　(深　　　さ）

新西部学校給食センタ－造成用地調査業務

河野弘之

試　料　番　号  

令和2年11月27日

一
　
　
　
般

最  大  粒  径 　㎜

均  等  係  数　 　Ｕｃ

湿  潤  密  度  ρｔ g/cm
3

乾  燥  密  度  ρｄ g/cm
3

土 粒 子 の 密 度 ρｓ g/cm3

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
│

特
性

5 0 ％ 粒 径  Ｄ50  ㎜

2 0 ％ 粒 径  Ｄ20  ㎜

液  性  限  界　ＷＬ　％

塑  性  限  界　ＷＰ　％

粒
　
　
　
　
　
度

礫分 1 ）（ 2～75ｍｍ）％

分
類

砂まじりシルト
（高液性限界）

圧
密

一
軸
圧
縮

せ
ん
断

圧  縮  指  数　Ｃｃ

試  験  条  件

全応力
ｃ　ｋＮ/ｍ２

強度増加率　Ｓｕ/ｐ

試  験  方  法

自 然 含 水 比  ｗn  　%

間   隙   比　 e

飽   和   度   Ｓr　   ％

石 分 （ 75 ｍ ｍ 以 上 ） ％

砂 分 1 ）
（ 0.075 ～ 2 ｍ ｍ ） ％

シルト分1）
（0.005～0.075ｍｍ）％

1 0 ％ 粒 径  Ｄ10  ㎜

粘 土 分 1 ）
（ 0.005 ｍ ｍ 未 満 ） ％

85.2

塑  性  指  数　ＩＰ

分  類  名

地  盤  材  料  の

分  類  記  号

圧密降伏応力 Ｐ ｃ ｋ Ｎ /ｍ ２

一軸圧縮強さquｋＮ /ｍ ２

破 壊 歪 ε ｆ ％

有効応力
ｃ’ｋＮ/ｍ２

φ'　°

に対する百分率で表す。[1ｋＮ/ｍ
2
≒0.0102ｋｇ/ｃｍ

2
]

特記事項： 1）石分を除いた75ｍｍ未満の土質材料

φ　°



JIS

JGS

調査件名

試料番号

(深さ）

粒径㎜ ％

75 ％

53 ％

37.5 ％

26.5 ％

19 ％

9.5 ％

4.75 ％

2 ％

0.85 ％

0.425 ％

0.25 ㎜

0.106 ㎜

0.075 ㎜

㎜

㎜

㎜

0.005 0.075 0.250 0.850 2 4.75 19

67.0 46.7

ふ
　
る
　
い
　
分
　
析

沈
　
降
　
分
　
析

97.8

90.4

86.9

67.0

100.0

0.106

0.075

9.5

4.75

2

0.85

 3-2  3-4

75

(2.15m～2.45m)

0.0

0.0

(深さ）

令和2年11月25日

試験者 河野弘之

試験年月日

99.6

(4.15m～4.45m)

粒径㎜ 通過質量百分率％ 通過質量百分率％ 粗 礫 分

53

37.5

26.5

19

0.425

0.25

 3-4

(2.15m～2.45m) (4.15m～4.45m)

粘 土 分

0.0

2.2

0.0

0.0

60.2

75μ㎜ふるい通過質量百分率

100.0

10.9

19.9

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

2

---

---50 ％ 粒 径 D50

---

---均 等 係 数 U ｃ

曲 率 係 数 U ｃ '

土粒子の密度ρs g/cm
3

46.7

10 ％ 粒 径 D10

---

---

---

---

30 ％ 粒 径 D30

20 ％ 粒 径 D20 ---

2㎜ふるい通過質量百分率

425μ㎜ふるい通過質量百分率

最 大 粒 径

60 ％ 粒 径 D60

100.0

97.3

100.0

90.4

97.3

72.7

94.0

粘土 シルト 細砂 中砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫

0.0

0.4

5.6

47.3

---

×

A 1204

0131
土　の　粒　度　試　験 （粒径加積曲線）

---

46.7

2

0.11

0.083

---

67.0

75

記号 ○

使用した分散剤

溶液濃度、溶液添加量

新西部学校給食センタ－造成用地調査業務

細 礫 分

粗 砂 分

 3-2 試料番号

中 礫 分

粒径加積曲線

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100
粒　　径　　（㎜）

通
過
質
量
百
分
率
（
％
）



JIS

JGS

調査件名

試料番号

(深さ）

粒径㎜ ％

75 ％

53 ％

37.5 ％

26.5 ％

19 ％

9.5 ％

4.75 ％

2 ％

0.85 ％

0.425 ％

0.25 ㎜

0.106 ㎜

0.075 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.005 0.075 0.250 0.850 2 4.75 19

新西部学校給食センタ－造成用地調査業務

A 1204
土　の　粒　度　試　験 （粒径加積曲線）

0131

試験年月日 令和2年11月25日

試験者 河野弘之

 3-6  3-11 試料番号  3-6  3-11

(6.15m～6.45m) (11.15m～11.45m) (深さ） (6.15m～6.45m) (11.15m～11.45m)

ふ
　
る
　
い
　
分
　
析

粒径㎜ 通過質量百分率％ 通過質量百分率％ 粗 礫 分 0.0 0.0

75 中 礫 分 1.9 0.0

53 細 礫 分 7.9 0.0

37.5 粗 砂 分

8.0 52.4

26.5 中 砂 分

19 細 砂 分

31.0 1.1

46.4 31.3

9.5 100.0 シ ル ト 分

0.85 59.2

4.75 98.1

2 90.2 100.0 2㎜ふるい通過質量百分率

4.8 15.2

90.2 100.0

粘 土 分

4.8 15.2

22.8 90.5

0.425 22.8 90.5 75μ㎜ふるい通過質量百分率

98.9 425μ㎜ふるい通過質量百分率

2

0.106 5.8 22.1 60 ％ 粒 径 D60 0.88 0.22

0.25 9.5最 大 粒 径

0.19

12.8 67.6

4.8 15.2

0.13

0.0000

沈
　
降
　
分
　
析

0.0000 100.0 100.0

100.0

0.0000 100.0 100.0

4.6

0.075

100.0 20 ％ 粒 径 D20 0.39

0.73

30 ％ 粒 径 D30 0.51

50 ％ 粒 径 D50

0.1

0.0000 100.0 100.0 10 ％ 粒 径 D10 0.19 ---

100.0

---

0.0000 100.0 100.0 曲 率 係 数 U ｃ ' 1.6 ---

0.0000 100.0 均 等 係 数 U ｃ

土粒子の密度ρs g/cm
3

0.0000 100.0 100.0 使用した分散剤

○ ×

0.0000 100.0

記号

100.0 溶液濃度、溶液添加量

75

粘土 シルト 細砂 中砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫

粒径加積曲線

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100
粒　　径　　（㎜）

通
過
質
量
百
分
率
（
％
）



JIS

JGS

調査件名

試料番号

(深さ）

粒径㎜ ％

75 ％

53 ％

37.5 ％

26.5 ％

19 ％

9.5 ％

4.75 ％

2 ％

0.85 ％

0.425 ％

0.25 ㎜

0.106 ㎜

0.075 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.005 0.075 0.250 0.850 2 4.75 19 75

粘土 シルト 細砂 中砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫

○ ×

0.0000 100.0

記号

100.0 溶液濃度、溶液添加量

0.0000 100.0 100.0 使用した分散剤

0.0000 100.0 100.0 土粒子の密度ρs g/cm
3

6.4 ---

0.0000 100.0 100.0 曲 率 係 数 U ｃ ' 0.91 ---

0.0000 100.0 100.0 均 等 係 数 U ｃ

---

0.0000 100.0 100.0 10 ％ 粒 径 D10 0.12 ---

100.0 100.0 20 ％ 粒 径 D20 0.2

0.58 0.13

沈
　
降
　
分
　
析

0.0000 100.0 100.0 30 ％ 粒 径 D30 0.29 0.079

0.0000

0.075 7.2 29.1 50 ％ 粒 径 D50

9.5最 大 粒 径 2

0.106 8.5 39.0 60 ％ 粒 径 D60 0.77 0.15

0.25 26.3 87.7

7.2 29.1

0.85 64.1

0.425 40.1 96.7 75μ㎜ふるい通過質量百分率

99.5 425μ㎜ふるい通過質量百分率

2 88.2 100.0 2㎜ふるい通過質量百分率

粘 土 分

40.1 96.7

88.2 100.0

7.2 29.1
シ ル ト 分9.5 100.0

4.75 94.9

19.1 58.6

粗 砂 分 24.1 0.5

37.8 11.8中 砂 分

細 砂 分19

37.5

26.5

53 細 礫 分 6.7 0.0

75 中 礫 分 5.1 0.0

(18.15m～18.45m)

ふ
　
る
　
い
　
分
　
析

粒径㎜ 通過質量百分率％ 通過質量百分率％ 粗 礫 分 0.0 0.0

(14.15m～14.45m) (18.15m～18.45m) (深さ） (14.15m～14.45m)

 3-14  3-18 試料番号  3-14  3-18

試験者 河野弘之

新西部学校給食センタ－造成用地調査業務 試験年月日 令和2年11月25日

A 1204
土　の　粒　度　試　験 （粒径加積曲線）

0131

粒径加積曲線

0
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80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100
粒　　径　　（㎜）

通
過
質
量
百
分
率
（
％
）



JIS

JGS

調査件名

試料番号

(深さ）

粒径㎜ ％

75 ％

53 ％

37.5 ％

26.5 ％

19 ％

9.5 ％

4.75 ％

2 ％

0.85 ％

0.425 ％

0.25 ㎜

0.106 ㎜

0.075 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000 ㎜

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.0000

0.005 0.075 0.250 0.850 2 4.75 19 75

粘土 シルト 細砂 中砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫

○

0.0000 100.0

記号

0.0 溶液濃度、溶液添加量

0.0000 100.0 0.0 使用した分散剤

0.0000 100.0 0.0 土粒子の密度ρs g/cm
3

---

0.0000 100.0 0.0 曲 率 係 数 U ｃ ' ---

0.0000 100.0 0.0 均 等 係 数 U ｃ

0.0000 100.0 0.0 10 ％ 粒 径 D10 ---

100.0 0.0 20 ％ 粒 径 D20 ---

---

沈
　
降
　
分
　
析

0.0000 100.0 0.0 30 ％ 粒 径 D30 ---

0.0000

0.075 85.2 50 ％ 粒 径 D50

0.85最 大 粒 径

0.106 89.8 60 ％ 粒 径 D60 ---

0.25 98.2

85.2

0.85 100.0

0.425 99.4 75μ㎜ふるい通過質量百分率

425μ㎜ふるい通過質量百分率

2 2㎜ふるい通過質量百分率

粘 土 分

99.4

100.0

85.2
シ ル ト 分9.5

4.75

13.0

粗 砂 分 0.0

1.8中 砂 分

細 砂 分19

37.5

26.5

53 細 礫 分 0.0

75 中 礫 分 0.0

ふ
　
る
　
い
　
分
　
析

粒径㎜ 通過質量百分率％ 通過質量百分率％ 粗 礫 分 0.0

(19.15m～19.45m) (深さ） (19.15m～19.45m)

 3-19 試料番号  3-19

試験者 河野弘之

新西部学校給食センタ－造成用地調査業務 試験年月日 令和2年11月25日

A 1204
土　の　粒　度　試　験 （粒径加積曲線）

0131

粒径加積曲線
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質
量
百
分
率
（
％
）



11月25日

26

526

ｇ 27.799

ｇ 24.865

ｇ 18.325

％ 44.9

11

419

ｇ 27.463

ｇ 24.436

ｇ 18.345

％ 49.7

155

ｇ 28.311

ｇ 26.393

ｇ 18.369

％ 23.9

ｇ

ｇ

ｇ

％

ｇ

ｇ

ｇ

％

ｇ

ｇ

ｇ

％

令和2年

特記事項

液性限界 塑性限界 塑性指数

N P N P ---

ｍｃ

ｗ

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｂ

ｗ

塑性限界試験

ｍｂ

ｍｃ

落 下 回 数

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｃ

ｗ

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｂ

液 性 限 界 試 験

落 下 回 数

試料番号（深さ）  3-4 (4.15m～4.45m)

塑性指数

21.0

液性限界

45.1

塑性限界

24.1

河野弘之

ｍａ 29.597 29.966

塑 性 限 界 試 験

含
水
比

容器Ｎｏ. 134 412

ｗ 24.1 24.4

ｍｂ 27.333 27.643

ｍｃ 17.937 18.123

ｍｃ 19.839 19.914

ｗ 45.9 47.2

含
水
比

容器Ｎｏ. 136 523
ｍａ 27.523 27.938

ｍｂ 25.106 25.364

23.805

落 下 回 数 22 17

ｗ

19.686

43.6

24.638

18.353

43.1

36

507

26.155

32

219

26.799

落 下 回 数

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｂ

ｍｃ

(2.15m～2.45m)

液 性 限 界 試 験

調査件名 試験年月日

試験者

試料番号（深さ）  3-2

新西部学校給食センタ－造成用地調査業務

JIS A 1205

JGS 0141
土の液性限界試験・塑性限界試験（測定）

％　Lw PI％Pw

流動曲線

10 12 15 20 25 30 40 50

WL=45.1

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

10 100

落下回数

含
水

比
ｗ

（
％

）

流動曲線

10 12 15 20 25 30 40 50WL=.
20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

10 100

落下回数

含
水

比
ｗ

（
％

）

含水変化により
落下回数25回以上の測点を
得られませんでした。

直径3ｍｍのひも状に
なりませんでした。



11月25日

ｇ

ｇ

ｇ

％

ｇ

ｇ

ｇ

％

ｇ

ｇ

ｇ

％

ｇ

ｇ

ｇ

％

ｇ

ｇ

ｇ

％

ｇ

ｇ

ｇ

％

特記事項

液性限界 塑性限界 塑性指数

N P N P ---

ｍｃ

ｗ

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｂ

ｗ

塑性限界試験

ｍｂ

ｍｃ

落 下 回 数

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｃ

ｗ

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｂ

液 性 限 界 試 験

落 下 回 数

N P N P ---

試料番号（深さ）  3-18 (18.15m～18.45m)

ｗ

液性限界 塑性限界 塑性指数

ｍｃ

塑 性 限 界 試 験

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｂ

ｍｃ

ｗ

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

ｍｂ

ｗ

落 下 回 数

ｍｂ

ｍｃ

落 下 回 数

含
水
比

容器Ｎｏ.
ｍａ

試料番号（深さ）  3-11 (11.15m～11.45m)

液 性 限 界 試 験

試験者 河野弘之

令和2年調査件名 新西部学校給食センタ－造成用地調査業務 試験年月日

JIS A 1205 土の液性限界試験・塑性限界試験（測定）
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含水変化により
落下回数25回以上の測点を
得られませんでした。

直径3ｍｍのひも状に
なりませんでした。

含水変化により
落下回数25回以上の測点を
得られませんでした。

直径3ｍｍのひも状に
なりませんでした。
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JIS A 1205 土の液性限界試験・塑性限界試験（測定）
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室内土質試験写真 

 
 

 
 

土の粒度試験 
フルイ分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土の液性限界試験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土の塑性限界試験 
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